
















































































































































































































































































































































































































































































































(Association of American Colleges & Universities)と全米大学院審議会 (Councilof Graduate 
Schools) がトレーガーであり，多くの専門学会が関与し，全米科学財団などが支援して



































学の学長を長く務めた DonaldKennedy (Acαdemic Duty， 1997，訳書 『大学の責務Jl2008)， 
とハーバード大学の学長を務めた DerekBok (Universities in the Marketplace : The 






ざんなど研究不正問題であった (W・Broad&N • W ADE， Betrays of the Truth: Fraud and 








研究者は自由に発表することができない (SheldonKrimsky， Science in the Private 
Interest-H，αs the Lure of Profits Corrupted Biomedical Research人 2003，訳書『産学連携と科
学の堕落Jl2006)0ノーベル賞受賞者で、ある量子力学者R・Laughlinは，科学と技術が一
体化し，商業化されることで自由な情報の交換が妨げられ，真実を述べることが罪になる
時代になったと告発している (TheCrime of Reason and the Closing of the Scientific Mind， 
2008)。単に不正行為をしないことが課題ではない。研究者としての倫理問題は，不正行











































































































いる (PreparingFuture FaculかforFuture Universities， in Annuα1 Meeting The American 
Association of Colleges and Universities， Jan.12.200I) 0 10年後， Council of Graduate Schools 







日本において，イギリスの SD，アメリカの FDが紹介されて 30年がたつ(馬越徹
「ヨーロッパにおける大学教授法研究の動向J ~ IDE ，j No.212，1980年 8月が極めて早い例
である)。爾来，専門性開発は，高等教育研究の大きなテーマとなり，大学・高等教育にお
ける実践活動としても大きな比重を占めるに至ったが，実践活動と，これを支える研究と
の関係は十分なものではない。大学教員そのものの研究は， 1970年代から， w.カミン
グスの大学教授研究や，広島大学・新堀通也グ、ループによる教授職の移動研究が行われて
きたが，専門性開発が FDとして広がった中でも，大学教員研究は当初の枠組みを維持し
たままで，キャリア・ステージや能力構造を対象にしてこなかった。筆者は最近大学職員
論をレビューする機会を得たがu高等教育研究と大学職員論の課題J~高等教育研究』第 13
集， 2010)，国立大学職員論の欠陥は，経営学などの人材形成論の摂取を踏まえて新しい
研究領域を切り開くステップが欠落したためと結論付けた。教育関係共同利用拠点が実質
化するためには，高等教育研究のあり方を問い，研究と実践の往復=循環関係を作る研究
共同拠点でもあることが求められるのではないだろうか。
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